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　今、子どもたちを育てるのに地
域の力が求められております。
　「地域そして大人として出来るこ
とは？」と考えるとき、私はまず、

「あいさつ」ではと思っております。地域で大人同士が
「おはようございます」など元気に挨拶を交わし、子ど
もたちに「おはよう」「おかえり」「元気だねぇ」などと積
極的に声をかけるなど、地域が元気な挨拶であふれる
町であれば、これが健全な子どもたちを育てる道につ
ながるのでは、と思っております。頑張ります。

「ふるさとを愛する気持ちを育てたい」
　家族に愛され、愛していく気持ちは安定感のある人格の形成の基礎となり、その安定感はふるさとを感
じ、「ふるさとを愛する」気持ちに発展していきます。
　「ふるさと」は成長とともに「校区」から「長洲町」・「熊本県」と広がり、グローバルな感覚の成長にと
もない「日本」を愛する気持ちに高まり、国際感覚豊かな世界の平和と人類の幸福に貢献できる人になって
いきます。ここに「ふるさと」を愛する気持ちを育てることの重要性があります。
　長洲町教育委員会は夢を持って、未来を切り拓く人づくりを目指すために、子どもを真ん中に据え、ふる
さとを愛する気持ちを育てることから教育を創造していきます。
　そのために以下の点を重点項目として長洲町の教育の充実に努めます。
①	 幼・保・小・中の連携を強化します。
②	 ＰＴＡと連携し、家庭学習の充実および携帯やスマホルールの徹底に努めます。
③	 熊本版コミュニティ・スクールを推進します。
④	 フッ化物洗口を全小学校・全中学校で実施します。
⑤	 必読書を選定し読書活動日本一運動をさらに推進します。
⑥	 計画的に郷土学習を実施することで、「郷土愛」を育んでいきます。
⑦	 ＡＬＴを活用し、外国語教育を充実します。
⑧	 各種スポーツ団体の育成・支援に努めます。
⑨	 未来館を文化と芸能の拠点として文化の振興に努めます。
⑩	 文化財や郷土芸能の保護と継承に努めます。
　町民の皆さんにはご理解とご支援を引き続きお願いいたします。

　平成27年４月１日に教育委員会制度が改正され、３月議会において、新制度に基
づき新教育長として任命をいただきました。新たな気持ちで長洲町教育行政に努め
てまいります。

　教育委員として、４年目に入り、
まずは町民の皆さんに対し、日頃
の教育活動へのご理解とご支援に
深く感謝申し上げます。

　長洲町の子どもたちを「真ん中に！」家庭・学校・
地域のより一層の“連携”が重要になります。本年度
も、「ふるさと長洲町」を心から愛し、将来を担ってい
く事の出来る『人づくり』を目標に、「心を育てる」環
境づくりに努めて参りたいと思っております。

教育目標
　夢の実現に向け、「生きる力」を身につけた
子どもの育成
〜笑顔あふれ、瞳かがやく、

「けやきっ子」の育成〜　

今年の取組
　本年度は、新１年生29名を迎え、全校児童227名、
全職員20名でスタートしました。
　六栄小の合い言葉であるけじめ（＝キビキビ）、
やるき（＝にこにこ）、きづき（＝はきはき）のあ
る子どもたちを育てていきます。また、今年は、熊
本県教育委員会の学力充実研究推進校としての研究
発表の年であり、算数を中心に「学び合い」「立腰」
をキーワードに、更なる「確かな学力」の育成を図っ
ていきます。

教育目標
　自信と誇りに満ち、「生きる力」を身につけた子
どもの育成　

今年の取組
　古い歴史を有する腹赤の里。地域に包まれて育つ
活気ある子どもたち。	長洲町教育振興基本計画の理
念のもと、郷土や母校に誇りを持ち、夢をもって未
来を切り拓く子どもを育てるために、「学び合う、
喜び求めて腹赤小」のスローガンを掲げ、算数の研
究発表会を核にして、198名の子どもたちの可能性
をさらに伸ばしていきます。
〇確かな学力の向上			算数の研究発表会	 	

読書活動日本一運動
〇豊かな心の育成					長洲ふるさと学習の推進　	

あいさつ　無言そうじ
〇健康・体力の向上			学校行事の充実	 	

適正で魅力ある運動部活動
の推進

　教育全般についてさまざまな課
題が生じています。学校、家庭、
地域など、社会全体が協力して取
り組んでいくことが重要だと、強

く感じています。また、家庭は教育の原点でもあり、
社会生活に必要な基礎訓練・しつけの場でもありま
す。子どもにとって、親は最初の教師と言われていま
す。模範から始まります。善悪の区別を身に付けてほ
しいものです。教育委員として「長洲町教育振興基本
計画」に基づき、教育の振興を図って参ります。

　本年度、教育委員会が新しい制
度となり、長洲町教育振興基本計
画も策定され、長洲町の教育も新
しい段階へ入ってきました。

　変化していく社会の中で、いろいろな課題がある教
育全般ですが、その中でも今後は、ますます子どもた
ちに「生きる力」を育むことが大切となっています。
　学校・家庭・地域がその連携を密にし、子どもたち
が夢を持ち、笑顔で過ごせる学校・地域を目指して活
動していきたいと思っております。

学校名 男 女 合計 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
六栄小学校 118 109 227 29 38 48 42 34 36
腹赤小学校 101 		97 198 38 33 34 29 30 34
長洲小学校 142 121 263 40 47 46 49 40 41
清里小学校 		49 		37 86 11 12 16 12 16 19
腹栄中学校 100 116 216 73 73 70
長洲中学校 		91 		91 182 59 63 60

小中学校の児童生徒数 平成27年５月１日現在（単位：人）

「ふるさとを愛し、夢をもって
未来を切り拓く人づくり」

〜　子どもを真ん中に　〜教育長　松本　	曻
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転入の先生紹介
氏
名
（
住
所
）

前
任
校

校長
松永	光親

校長
福島	英士郎

長
洲
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長　

久
村	

美
幸

校長
城　祐治

校長
船津　巧

長洲小

腹栄中

清里小

長洲中

教頭
左村	良一

教頭
中島	恒士

教頭
井出	尚子

教頭
平島	勇人

教育目標
　豊かな心と確かな学力を身に付け、心身ともにたくましく、ふる
さとを愛し夢の実現をめざす児童の育成　

今年の取組
　〜ふるさとを愛し夢の実現をめざす長洲っ子の育成〜
　郷土や母校に誇りをもち、夢の実現をめざす児童を育成するため
に「社会を生き抜き未来を切り拓く力」を育む指導体制を確立し、
学校・家庭・地域との連携・協働を深め、喜びあふれる学校づくり
を推進します。そのために、特に以下の３点について意識し、子ど
もたちが実感する場面をたくさん作っていきます。
○学 ぶ 喜 び：	意欲的で、しかも自ら学ぶ主体性があり、そし

て自ら考え行動できること
○つながる喜び：	友だちを大切にできる、しかも助け合い・支え合

い・学び合いをしながら課題解決ができること
○はたらく喜び：	よく働き、汗をかくことに喜びを感じ、郷土を

大切にすることを実感すること

教育目標
　〜笑顔追求（腹栄中大好き）、

日々の小さな努力でスクールプライドの育成〜　

今年の取組
　本年度は新入生73名を迎え、全校生徒216名が自
らの夢や希望の実現に向けて、挑戦し続けることの
できる学校作りをめざし、職員が一致団結して頑張
ります。
　特に３年生をスクールリーダーとし、「確かな学
力」「豊かな心」「健康・体力」の向上をめざし、反
復徹底学習による基礎学力の確実な習得と活用、学
校行事等への徹底した取組による自尊感情の向上を
行い、腹栄中生としてのスクールプライドを育成し
ます。

明るい挨拶を保護者から
　町PTA連合会会長の大任を受け、何ができるかわかりませんが、子どもたちの安
全と幸せのために少しでもお役に立ちたいと思っています。また、長洲町の子どもた
ちは、町全体の保護者で育てていきたい、全ての子どもに大人として温かい気持ちを
持って接していきたいと思っています。
　明るい挨拶が、一言の励ましが、子どもたちをよりよく成長させることができると
信じて、私自身から頑張っていきます。

教育目標
　「豊かな心」を基盤に、「確かな学力」と「健やかな体」の育成に
よる三位一体の育ちを図り、夢を持って何事にも挑戦する児童の育成　

今年の取組
　清里小学校は、いつの時代も校区の皆様に温かく見守られ、育て
られてきました。そんな本校のよき校風と特色ある教育活動を継
承・発展させながら、全職員が心を一つに日々の教育活動に取り組
んでいきます。
　本年度、本校では「学校の［が］は、がんばる力の［が］」を合
い言葉に、何事にも最後まであきらめず、夢を持って挑戦する児童
の育成に努めます。今まで「できなかったこと」が「できるように
なること」、今まで「分からなかったこと」が「分かるようになる
こと」は、とても「すごいこと」「素晴らしいこと」です。保護者、
地域、職員が一体となって主体性のある児童の育成を図り、校訓で
ある自ら「気づき・考え・行動」する子どもたちを育てていきたい
と考えます。
　保護者の皆様、地域の皆様どうぞご協力をよろしくお願いいたし
ます。

教育目標
　豊かな心と確かな学力を兼ね備え

夢に向かってたくましく生き抜く生徒の育成　

今年の取組
　全校生徒182人の一人ひとりが、自らの夢や希望
に向かって全力で挑戦するとともに、互いの思いを
大切にする学校（みんなが「来たい」と思う学校・み
んなが「期待」する学校・みんなを「鍛える」学校）
作りのために、全職員が一致団結して頑張ります。
　また、生徒会は、「あいさつ日本一の学校づくり」
を合い言葉に日々努力を重ねています。
　21世紀をたくましく生き抜く「豊かな心」と「確
かな学力」を全生徒が身につける教育活動をめざし
ます。
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「
豊
か
な
心
の
絆
」

園
長　
管
原	

雅
子

　

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
で
は
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
ゆ
め
の

た
ね
い
っ
ぱ
い
」
の
よ
う
に
幼

児
に
い
ろ
い
ろ
な
種
を
蒔
き
、

各
々
に
成
長
し
て
世
界
に
一
つ

し
か
な
い
素
敵
な
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
「
教
育
な
が
す
」
に

豊
か
な
心
育
成
に
つ
い
て
園
の

方
針
な
ど
は
掲
載
し
ま
し
た
の

で
、
重
複
を
避
け
今
回
は
、
温

か
い
愛
情
の
糸
で
結
ば
れ
た
お

話
し
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
も
三
月
に
卒
園
児
と
一

緒
に
ご
両
親
が
「
お
蔭
で
○
○

大
学
に
合
格
で
き
ま
し
た
」
続

い
て
一
週
間
後
に
ま
た
、
別
の

母
親
が
卒
園
児
の
息
子
と
医
学

部
合
格
の
報
告
に
来
園
さ
れ
ま

し
た
。
教
職
員
一
同
と
て
も
喜

び
、
至
福
の
時
を
過
ご
す
事
が

出
来
ま
し
た
。
年
度
末
そ
し

て
、
新
学
期
の
準
備
と
毎
日
が

多
忙
な
三
月
で
す
が
疲
労
も
一

瞬
で
消
え
「
よ
し
、
ま
た
頑
張

ろ
う
」
と
ス
イ
ッ
チ
が
切
り
替

わ
り
ま
す
。
卒
園
後
何
年
も

会
っ
て
い
な
い
子
や
、
親
御
さ

ん
と
先
生
と
の
空
白
も
た
ち
ま

ち
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
年

を
と
っ
た
私
で
さ
え
も
そ
の
頃

の
関
係
に
す
ぐ
戻
り
、
幼
児
期

の
話
に
花
が
咲
き
ま
す
。

　
卒
園
式
の
時
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栽
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咲
い
て
い
る
桜
の
よ
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に
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立
派
な
大
木
に
育
て
て
く

だ
さ
い
」
と
よ
く
話
し
を
し
ま

す
。（
親
の
ペ
ッ
ト
で
は
な
い
の

で
す
か
ら
）
し
か
し
親
と
い
う

字
の
如
く
「
木
の
上
に
立
っ
て

見
る
」
つ
か
ず
離
れ
ず
子
育
て

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
希
望
を

述
べ
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
十
余
年
、
再
び

幼
稚
園
の
門
を
く
ぐ
っ
て
「
き

れ
い
な
花
が
咲
き
ま
し
た
。
見

え
な
い
根
っ
こ
（
幼
児
教
育
）

の
お
蔭
で
す
」
こ
の
言
葉
に
、

い
や
い
や
こ
ち
ら
が「
有
難
う
」

と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
ま
た
、
今
年
も
元
気
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が

夢
や
希
望
を
持
ち
、
自
分
の
足

で
歩
む
、
生
き
る
力
を
身
に
付

け
る
た
め
に
、

大
自
然
と
多
く

触
れ
、
美
し
い

も
の
を
素
直
に

美
し
い
と
思
う

心
や
豊
か
な
人

間
性
を
よ
り
一

層
育
む
教
育
を

し
よ
う
と
全
職

員
で
意
を
強
く

し
た
春
で
し
た
。

「
豊
か
な
心
」
を
育
む
た
め
に

園
長　
吉
村	

シ
ズ
代

　
本
園
は
、「
心
豊
か
に
明
る
く

た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
」

を
目
標
に
掲
げ
、
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。
幼
児
の
心
を
育
て

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
道
徳
性
の

芽
生
え
を
培
う
こ
と
は
、
幼
児

教
育
の
最
重
要
課
題
で
す
。
ま

ず
は
、
家
庭
と
連
携
し
て
、
基

本
的
生
活
習
慣
や
生
活
リ
ズ
ム

の
定
着
に
取
組
み
、
心
の
安
定

を
図
り
ま
す
。
本
園
の
日
課
と

な
っ
て
い
る
キ
ッ
ズ
タ
イ
ム
で

は
、
毎
朝
十
分
間
、
全
園
児
が

園
庭
に
出
て
体
を
動
か
し
ま

す
。
心
も
体
も「
快
」に
な
り
、

意
欲
的
に
そ
の
日
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も

は
、
遊
び
や
生
活
の
中
で
人
と

関
わ
り
、
善
悪
の
判
断
力
や
決

ま
り
を
守
る
態
度
を
身
に
付

け
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
の
気

持
ち
や
生
命
尊
重
の
心
を
身
に

付
け
ま
す
。
仲
良
く
遊
ん
で
い

て
も
、
時
に
は
喧
嘩
を
し
た
り

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
事
や
葛

藤
を
経
験
し
、
自
己
抑
制
、
自

己
調
整
、
自
己
発
揮
を
繰
り
返

し
な
が
ら
成
長
し
て
い
ま
す
。

教
師
は
温
か
く
見
守
り
、
心
の

力
を
育
て
る
た
め
の
意
図
的
計

画
的
な
環
境
づ
く
り
や
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

読
書
や
絵
画
制
作
、
音
楽
、

体
育
遊
び
園
外
保
育
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
取
り
入
れ
、

表
現
力
や
感
性
を
豊
か
に
し
、

意
欲
を
高
め
て
子
ど
も
の
可
能

性
を
伸
ば
し
ま
す
。

　

保
護
者
も
色
々
な
行
事
に
積

極
的
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
大
切
な
幼
児
期
を
家
族
や

周
り
の
人
に
愛
さ
れ
満
た
さ
れ

て
過
ご
し
た
思
い
は
生
涯
子
ど

も
の
心
の
中
に
温
も
り
と
し
て

残
り
ま
す
。
そ
の
経
験
が
、
他

者
へ
の
「
優
し
さ
」
に
つ
な
が

る
の
で
す
。

　

６
月
か
ら
新
園
舎
で
の
生
活

が
始
ま
り
ま
す
。
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち

と
の
新
し

い
出
会
い

や
交
流

で
、
心
動

か
す
体
験

が
増
え
、

更
な
る
成

長
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

学
校
法
人 

有
明
中
央
学
園

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

学
校
法
人 

松
本
学
園

長
洲
幼
稚
園

平成27年度 長洲町の教育

人権尊重の精神をはぐくむ人権教育を推進する

基本理念　ふるさとを愛し、夢をもって未来を切り拓くひとづくり
～子どもを真ん中に～

目指す姿

学 校 教 育

家庭教育・就学前教育 社 会 教 育

開かれた学校
「熊本版コミュニティ・スクール」

中学校区３校連携部会

「確かな学力」の育成

長洲ふるさと学習

くまもと家庭教育１０か条

早寝早起き朝ごはん

「親の学び」プログラム

学校支援本部事業
歯・口の健康づくり ALTの活用

夢の教室
ものづくり（木育）の推進

道徳教育の充実
読書活動
日本一運動

「豊かな心」の育成 「健康・体力」の向上

“認め・ほめ・励まし・伸ばす”教育行動指標を踏まえた教育の実現を目指して

１　社会を生き抜く力を備えた人
２　自己を愛し、他者を大切に思う心を持った人
３　ふるさとの自然や伝統・文化を愛し、グローバルな感性を持った人
４　生涯を通じて学び、夢・生きがいを持った人

④確かな学力の育成
⑤豊かな心の育成
⑥健康・体力の向上
⑦食育の推進
⑧キャリア教育の推進
⑨環境教育の推進

①家庭教育力の向上
②幼稚園・保育所における教育・保育の充実
③保護者の経済的負担の軽減

⑭人権教育の推進　⑮生涯学習の推進
⑯公民館活動の充実
⑰社会教育団体の指導、育成
⑱青少年・青少年団体の健全育成
⑲文化団体の育成と文化事業の充実
⑳社会教育施設の整備等
㉑魅力ある図書館事業の推進
㉒生涯スポーツの推進
㉓社会体育施設の整備等

⑩特別支援教育の推進
⑪開かれた学校づくり
の推進
⑫教育環境の充実
⑬学校、家庭、地域の
連携協力

学力調査の活用・学校評価の活用
学校・家庭・地域の連携協力

教育基本法　学習指導要領　県の教育方針　熊本県教育振興計画　第２期くまもと「夢への架け橋」教育プラン
義務教育課の取組の方向　人権教育取組の方向　体育保健課取組の方向　社会教育課取組の方向
特別支援教育取組の方向　玉名教育事務所（教育指導の重点・健康教育取組の重点・社会教育取組の重点）

連携・協力
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生涯学習課の紹介 学校教育課の紹介

事業紹介

事業紹介

学
校
評
議
員

六
栄
小
学
校

木
村　
　
守	

前
廣　
展
子

児
玉　
清
一	

猿
渡　
秀
樹

堀
本
美
由
紀

腹
赤
小
学
校

田
上　
蘭
子	

村
上　
喜
誠

浦
田　
明
子	

村
上　
太
一

中
村　
　
晋

長
洲
小
学
校

北
野　
誠
司	

松
永
フ
ミ
子

髙
松　
一
馬	

吉
村
シ
ズ
代

伊
藤
壽
賀
子

清
里
小
学
校

恒
松　
新
一	

池
上
よ
し
み

川
津　
壽
治	

内
倉　
エ
リ

竹
下　
浩
之

腹
栄
中
学
校

増
岡
美
知
子	

西
川　
勝
博

吉
田　
一
明	

馬
場　
美
彦

村
上　
克
子

長
洲
中
学
校

今
村　
憲
治	

尾
上　
惠
子

山
本　
律
子	

織
田　
明
人

髙
松　
孝
二

社会教育委員会

ながす未来館運営委員会

スポーツ推進委員

　社会教育法および長洲町社会教育委員条例に基づき、委員６人を配置し、社会教育に関する諸計
画の立案のほか教育委員会に対して、助言を行うなど幅広く活動しています。

　ながす未来館条例に基づき、委員８人を配置し、教育、学術、文化振興など、ながす未来館での
事業計画や事業内容・長洲町図書館の管理運営等について協議を行い、未来館・図書館の適正な運
営・維持管理に努めています。

　スポーツ基本法に基づき、委員15人を配置し、町体育行事への参加協力のほか、地域へのスポー
ツ指導や町のスポーツ事業への指導や助言、スポーツ振興イベントの企画・運営など子どもから高
齢者までの誰もがスポーツに親しむことができるよう活動しています。

教育ながす	題字
腹赤小学校６年
田頭　有沙さん

好きな教科は体育です。
週に１回、ピアノのレッスンと習字を習っています。
将来は、看護師になって、病気の人を助ける仕事をしたいです。

『就学援助制度』
　経済的理由により就学が困難と認められる児童又は
生徒の保護者に対し、教育に係る費用の一部を援助す
ることにより義務教育の円滑な実施を図る制度です。
◆援助内容
　学用品費、学校給食費、修学旅行費、医療費等
※学期途中の転校者や、諸事情により経済状態が悪く

なった場合は、随時申請を受付けています。

『夢の教室』
　青少年の健全育成のため、平成２２年度から日本
サッカー協会に業務委託して、「夢の教室」を実施して
います。現役または元プロスポーツ選手を「夢先生」
として迎え、小学校５年生と中学校２年生を対象に、
夢を持つことの大切さや仲間と協力することの大切さ
など実技と講義を通して子どもたちに伝えています。

『教育委員会議』
　教育委員会は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法
律」に基づき、学校教育や文化・スポーツなどを含む社会教
育に関する事務を管理・執行しています。
　また、教育施策を具体化した地域教育計画の主体として、
その組織・運営にあたる地域教育の責任機関でもあります。

『児童生徒自立支援員』
　「ハッピーリレー」と称した教育相談センターを設置してい
ます。児童生徒自立支援員は、町内小中学校を巡回して、さ
まざまな悩み問題を抱えた児童生徒の相談支援を行っていま
す。また、「子育ての不安」、「発達」、「不登校」、「しつけ」等
の子どもの育ちに関する相談にも対応しています。

『JETプログラム〜
語学指導を行う外国人青年招致事業』

　地方自治体が総務省、外務省及び文部科学省の協力の下に
実施しているＪＥＴプログラムのひとつに「ＡＬＴ（外国語
指導助手）」があります。ＡＬＴは、町内の小中学校で、日本
人の先生と一緒に授業を行います。
　また、学校生活のいろんな場面で子どもたちと異文化コ
ミュニケーション
を実践し、地域に
溶け込んで太鼓や
華道など日本文化
にふれあう活動を
行っています。

『人権教育推進事業』
　長洲町人権教育推進協議会において、幼稚園・保育所
職員、小中学校児童生徒・保護者や関係各団体・企業等
の代表者、住民の方を対象に、人権教育研修会や講演会
を開催し、人権教育の意識の高揚を図るとともに、啓発
活動に努めています。

『読書啓発活動』
　町図書館の適正な運営と維持管理を
はじめ、魅力ある図書館資料の充実に
努めるとともに小学生を対象とした町
童話発表会を開催し、童話に親しみ、
読書意欲の向上を図っています。ま
た、すべての赤ちゃんと保護者が絵本
を通して、心ふれあうひと時を持つた
め、絵本を無料配布し、読み聞かせの
方法やアドバイスなどを行うブックス
タート事業を行っています。

『公民館活動』
　中央公民館を拠点にさまざまなテー
マをもとに公民館講座を開催していま
す。小学校校区に設置してある校区公
民館では、校区スポーツ大会や見守り
隊活動、防災訓練などを実施していま
す。また、自治公民館では、趣味、教
養、健康など住民の学習要求に応える
とともにより身近な生活に即した分野
の講座や教室を、年間を通じて開催し
ています。

『文化財保護活動』
　文化財保護委員６人と連携し、有
形・無形の町指定文化財の適正な保護
と管理に努め、保存への支援や継承に
取り組みます。

『家庭教育推進事業』
　幼稚園・保育所、小中学校の児
童生徒や保護者、教職員、地域住
民の方を対象に、世代間に応じ
た、子育てや家庭での教育などを
テーマに研修会を開催しています。

『放課後子ども教室推進事業』
　町内全小学校で週２回、放課後に空き教室
を活用し、地域のボランティアや運営スタッ
フの協力のもと、子どもたちの安全・安心な
活動拠点として、「スポーツ・文化活動」「学
習活動」などを行い、子どもたちが地域社会
の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づく
りを推進します。

『地域教育コーディネーター育成・活用事業』
　学校からの要望を把握し、協力してくれる
地域のボランティアを探して学校を支援する
取り組みを行っています。また、学校と地域
の橋渡しをしているコーディネーターを育成
するとともに地域ぐるみで子どもたちを育て
る地域教育力の向上に努めます。

『競技スポーツの推進』
　町体育協会と連携し、郡民体育祭、玉名駅
伝大会への選手・役員派遣、各種団体が主催
する大会等への協力を行いながら、町スポー
ツの競技力向上に努め、スポーツ関係団体の
自主・自立のための支援を図ります。

『生涯スポーツ振興事業』
　町民参加のスポーツ大会である「ソフトボー
ル大会」「ペタンク大会」「体育祭」「駅伝大会」
などの各種大会を開催し、スポーツ活動の楽
しさと健康増進、親睦融和を図るとともに、
長洲にこにこクラブや総合スポーツセンター
指定管理者(株)サンアメニティと連携し、
様々なスポーツ活動を推進します。


